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第 100 回信州大学第一内科集談会 
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日時 平成 26 年 2 月 2 日（日） 

会場 信州大学医学部附属病院外来棟 4 階 中会議室 

12:00-13:00  理事会（昼食有） 研修室 6、７ 

13:00-13:20 受付 中会議室入口 

13:20-14:00  総会 中会議室 

    平山二郎同窓会長挨拶 

     花岡正幸教授挨拶 

    総会議事 

14:00-14:40  研究報告、同窓会賞受賞者講演 

14:40-15:10  臨床研究報告 

－ 休憩 － 

15:20-16:20  特別講演花岡正幸教授 就任講演 

     演題『高地肺水腫研究 －30 年の歩み－』  
     座長 小林俊夫先生 

（鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 名誉センター長） 

  16:20-16:25   集談会総括 山本 洋 

  16:30-    懇親会 ５階 ソレイユ（会費 5,000 円） 

 

  



【講演会】 

14:00-14:40 研究報告、同窓会賞受賞者講演 

1．研究報告 

  座長：信州大学医学部呼吸器・感染症内科 安尾 将法  

 

肺野中間領域の病変に対するバーチャル気管支鏡ナビゲーションを併用した穿刺吸引細

胞診の試み 
信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科  市山 崇史  

 

  COPD assessment test (CAT)を用いた非結核性抗酸菌症患者の QOL 評価と COPD 患者

との比較研究 

信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科 濵 峰幸 

 

2．同窓会賞受賞者講演 

 

Kobayashi N, Hanaoka M, Droma Y, Ito M, Katsuyama Y, Kubo K, Ota M :Polymorphisms 
of the Tissue Inhibitor of Metalloproteinase 3 Gene Are Associated with Resistance to 
High-Altitude Pulmonary Edema (HAPE) in a Japanese Population: A Case Control Study 
Using Polymorphic Microsatellite Markers.   PLOS ONE  Vol.8  e71993 : 1-7  2013 
 

 

 

14:40-15:10  

3．臨床研究報告 

  座長：信州大学医学部内科学第一講座 山本 洋 

  

SACRA 質問票を用いたアレルギー性鼻炎合併喘息患者に対する喘息コントロール改善

の試み 
信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科  安尾 将法   

 

  薬剤性間質性肺炎の臨床像の検討  

信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科 牛木 淳人  
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15:10-15:20   -----休  憩----- 

 

 

 

15:20-16:20   特別講演 教授就任講演 

  座長：鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 小林俊夫 

 

演題：『高地肺水腫研究 －30 年の歩み－』 

   信州大学医学部内科学第一講座 教授  花岡正幸  

  

 

16:20-16:25 

集談会総括 信州大学医学部内科学第一講座  山本 洋 

－２－



【抄  録】 

研究報告 
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肺野中間領域の病変に対するバーチャル気管支鏡ナビゲーション

(VBN)を併用した穿刺吸引細胞診の試み 

 
信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科 市山 崇史 
 
【目的】バーチャル気管支鏡ナビゲーション(VBN)と X 線透視を用

いて, 肺野中間領域に存在し気道が直達していない病変に対して, 
従来の針穿刺吸引細胞診(TBNA)による診断が可能かどうかを検討

する. 
【方法】2012 年 1 月～12 月に肺野中間領域に病変を認めた 11 例に

対して, VBN（LungPoint®, Broncus Medical, Inc., CA, USA）およ

び X 線透視を併用して TBNA を施行した。 
【結果】症例は全 11 例.男性 7 例, 女性 4 例で平均年齢は 62(±14.9)
歳であった。 
11 例中 2 例は血液成分のみしか採取できなかった。検体を採取でき

た 9 例中 8 例で確定診断が得られた。 
【考察】対象とした病変は EBUS-TBNA 法ではデバイスが到達せず

病変の描出および検体の採取は困難であり、EBUS-GS 法では気道

が直達していないため生検が困難なものである。 
当科では年間約 300～350 症例の診断的気管支鏡を行っており、本検

査の適応となった症例はその中の約 1.5%であった。このような症例

は従来気管支鏡検査の適応外とされていたが, VBN を用いて病変を

同定する事でより安全に穿刺することでき、診断率 72.7%(11 例中 8
例)と良好な結果を得ることができた。 

 



COPD assessment test (CAT)を用いた非結核性抗酸菌症患者の QOL

評価と COPD 患者との比較研究 

 
信州大学医学部附属病院　呼吸器・感染症内科 
濵　峰幸、牛木淳人、安尾将法、花岡正幸 
 
【背景】COPD 患者の重症度判定および治療法選択に、従来は呼吸

機能検査の重症度（気流閉塞）を主に用いていたが、2009 年の日本

呼吸器学会のガイドラインや国際機関（GOLD）からの 2011 年の提

言では気流閉塞に加え、QOL、年間増悪回数、合併症などを考慮し

て評価することが求められている。COPD assessment test (CAT)
はCOPD患者のQOLを簡便に評価できるツールであり、先のGOLD
の提言において QOL 評価での使用が推奨されている質問票の一つ

である。一方、非結核性抗酸菌症（NTM）患者では多剤併用療法を

行っても治療効果が限定的であり、現状評価や効果判定に患者 QOL
評価も有効と考えられるがこれまでにNTMのQOL評価の報告はき

わめて少ない。 
 
【目的】COPD 患者と NTM 患者の間に QOL に差異が認められるか

を比較検討する。 
 
【方法】COPD 患者 62 例、NTM 患者 37 例。質問票として CAT、
SGRQ（St. George's Respiratory Questionnaire）の 2 つの質問票

を用いて QOL を評価した。またそれぞれ呼吸機能検査を施行し、肺

活量、1 秒量、拡散能等を測定した。集積した CAT、SGRQ の合計

点、各項目について両群間に差があるかどうか統計学的手法を用い

て解析を行った。 
 
【結果】呼吸機能の結果は NTM 群では％VC 93.1、％FEV1 94.6、％
DLCO 77.7、COPD 群では％VC 98.7、％FEV1 67.5、％DLCO 61.7
であった。CAT の総合点は両者で有意な差は認めなかった。CAT の

各項目に関してもいづれも有意差は認めなかった。SGRQ では総合

点で有意差は認めなかったが、impact の項目に関して有意差は認め

ないものの NTM 群で高い傾向が認められた。 
 
【考察】SGRQ impact は、精神的障害や社会活動の指標となる項目

－４－



である。COPD 患者と比較し NTM 患者では精神的障害、社会活動

などに影響を受けている可能性があることが示唆された。また、

NTM 患者の呼吸機能検査では軽度の拡散能障害のみで肺活量、1 秒

量が保たれている場合が多いが、COPD 患者と同様に QOL の低下

が認められており、患者の状態を把握するために QOL 評価を行うこ

とは重要であると考える。 
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同窓会賞受賞者講演
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演題名：SACRA質問票を用いたアレルギー性鼻炎合併喘息患者に対

する喘息コントロール改善の試み

信州大学医学部附属病院　呼吸器・感染症内科
○安尾将法、市山崇史、濵　峰幸、牛木淳人、山本　洋、
　小泉知展、花岡正幸

【目的】喘息に合併したアレルギー性鼻炎の合併を簡便に知ること

ができるSACRA質問票を用いて現在のアレルギー性鼻炎の症状を把

握し、適切に鼻炎を治療することで喘息コントロールに影響がある

か検討した。

【方法】長野県内における他施設共同の前向き研究。安定期喘息患

者205名にSACRA質問票、ACT（Asthma Control Test）、スパイロメ

トリーを行い、現在アレルギー性鼻炎症状があるものに対して鼻炎

の治療を導入・強化し、3か月後に再検した。

【結果】鼻炎なしまたは現在鼻炎症状なし群90例、鼻炎症状あり群

67例が検討適格例であった。現在鼻炎症状あり群に対するアレルギ

ー性鼻炎治療追加により、鼻炎症状の有意な改善を認めたのみなら

ず、SACRA質問票の喘息VAS（Visual Analogue Scale）が有意に改

善し、ACTは約2点の増加（20.8→22.7点、P＜0.001）を認めた。呼

吸機能検査においても％VC, FEV1、％FEV1に有意な改善を認めた。

鼻炎なしまたは現在鼻炎症状(-)群との間では、SACRA質問票の喘息

VASおよびACT総合点、V50、V25はアレルギー性鼻炎治療導入・強化

後には鼻炎症状(-)群との有意差が消失した。

【結論】アレルギー性鼻炎合併喘息患者に対する呼吸器内科医によ

るアレルギー性鼻炎への介入は未だ不十分であると思われた。的確

な症状の把握と充分な鼻炎コントロールが安定期喘息の更なるコン

トロール改善に寄与した。SACRA質問票は現在の鼻炎症状の把握の

みならず、治療効果判定にも有用であった。

【抄  録】 

臨床研究報告 



薬剤性間質性肺炎の臨床像の検討 
 
信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症内科 牛木淳人 
 
【目的】近年薬剤性間質肺炎の報告が増加している。本検討ではそ

の臨床像を明らかにする。 
【方法】本研究は厚労省の薬剤性肺障害に関する包括的研究の一環

として行った。研究班の班員所属施設および製薬企業より報告され

る全国の病院で発症した薬剤性間質性肺炎をケースカードにより分

析した。 
【結果】症例は 138 例で、平均年齢は 68.2 歳。発熱、咳嗽、呼吸困

難が主訴として多かったが、無症状の例も 15 例認めた。原因薬剤は

抗悪性腫瘍薬（72 例）、抗リウマチ薬（19 例）、漢方薬（16 例）が

多かった。薬剤開始から発症までの中央値は 60 日であった。血清

KL-6 の平均値は 940.5 U/mL と高値であった。胸部 CT では 111 例

が両側性陰影であった。治療としては 133 例で原因薬剤が中止され、

93 例で副腎皮質ステロイドが投与された。予後は 125 例で改善して

いたが、死亡例も 3 例認めた。 
【総括】薬剤性間質性肺炎の臨床像は多彩である。薬剤開始後長期

間経過していても、血清 KL-6 の上昇、胸部 CT で両側性陰影など認

める際には、本疾患を疑う必要がある。 

－14－



 

特別講演 
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教授就任講演

　演 題『高地肺水腫研究

　　　　　　―30年の歩み―』

　　　　　信州大学医学部内科学第一講座

　　　　　　　　　教授　花　岡　正　幸



 

花岡正幸教授就任講演 

略 歴 

 
ふりがな   はなおか まさゆき 
［氏  名］  花 岡 正 幸 
 
［現  職］  信州大学医学部内科学第一講座 教授 
 
［学  歴］  信州大学医学部医学科  平成 1 年卒業 
 
［学  位］  医学博士 （信州大学）  平成 11 年取得 
 
［専  門］  呼吸器内科学 特に閉塞性肺疾患、肺循環障害 
 
［職歴・研究歴］ 
平成 1 年 5 月      信州大学医学部第一内科入局 
平成 13 年 5 月    信州大学医学部附属病院第一内科 助手 
平成 15 年 6 月    信州大学医学部内科学第一講座 講師 
平成 17 年～平成 18 年 
コロラド大学医学部（Norbert F. Voelkel 教授）留学 
平成 20 年 10 月    信州大学医学部内科学第一講座 准教授 
平成 25 年 9 月～   信州大学医学部内科学第一講座 教授 
 
［所属学会名，社会における活動等］ 
主な所属学会： 日本内科学会（認定医・専門医・指導医），日本呼吸器学会（専門医・指導医），

日本アレルギー学会（専門医），日本感染症学会（感染制御医師），日本禁煙学会（専門指導

医），日本呼吸ケア・リハビリテーション学会，日本登山医学会，American Thoracic Society 
 
役職： 日本呼吸器学会代議員，日本呼吸ケア・リハビリテーション学会代議員，日本呼吸器学

会理事，日本登山医学会代議員 
 
受賞歴： 日本登山医学会奨励賞（平成 11 年），日本呼吸器学会奨励賞（平成 13 年） 
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